
▲笹原富山《高砂》部分　 （個人蔵）

主催  白鷹町「我が家のお宝展」実行委員会
共催  白鷹町、白鷹町文化交流センター
後援  白鷹町教育委員会、山形新聞・山形放送、山形テレビ、テレビユー山形、さくらんぼテレビ
お問合せ  白鷹町「我が家のお宝展」実行委員会  白鷹町文化交流センター内　ＴＥＬ.０２３８‒８５‒９０７１　

開館時間 ９：００～１９：００　休館日 月曜日
観覧料  一般個人２００円  高校生以下 無料

〒９９２‒０７７１山形県西置賜郡白鷹町大字鮎貝７３３１番地   
ギャラリー、交流回廊会場

２０１４年8月2日　～8月２4日 日土
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出展条件 白鷹町民に限る
お申込 下記まで
※出展料・謝礼などはありません

※「我が家のお宝」であれば真贋は問いません。

締切  7 月 15 日（火）



▲新海竹太郎の修業時代の作品
　「夫婦鹿」　（個人蔵）

▲かてもの（個人蔵）

▲米沢藩の鉛銭 （個人蔵）
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〒992-0771  山形県西置賜郡白鷹町大字鮎貝7331番地
TEL.0238-85-9071
【アクセス】

会期中のイベント

◎深山焼ミニ灯籠をつくるワークショップ
日時： ① 8 月 22 日（金）19：00～21：00
　　    ② 8 月 23 日（土）10：00～12：00
講師：金田利之（深山工房つち団子主宰）
参加料：1300 円
申し込み：必要（あゆーむまでお申込ください）

◎白鷹町産業フェア ［入場無料］

日時： ① 8 月 2 日（土）11：00～
　　    ② 8 月 3 日（日）10：00～
主催・問合せ：白鷹町産業フェア 2014 実行委員会　
　　　TEL.0238-85-0055（白鷹町商工会内）

◎あゆーむビアガーデン ［入場無料（飲食代別）］

日時：8 月 23 日（土）17：00～21：00

■お車でお越しの場合
山形市より国道348号線で約35分
■電車でお越しの場合
赤湯駅より山形鉄道フラワー長井線〔荒砥行き〕で
「四季の郷駅」下車（赤湯駅から約50分）徒歩約4分

米沢藩領内のみで通用した地域通貨。慶応 2
年鋳造。楕円形の丸型が先に発行され、角丸
型は数年遅れで発行された。表面に價二百、
生産局、背面右に三十四匁の文字がある。鉛
であるため事ある時は鋳つぶして鉄砲の弾
にする狙いもあったとする説もある。

天明の大飢饉に苦しんだ米沢藩が、上杉鷹山
の命で刊行した飢饉救済のための手引き書。
食用になる山野の草木果実 80 種類を選別、
見分け方、調理法などを記載。米沢藩は天保
の大飢饉の折にはこの書の記事の実践に努
めることにより、領内から餓死者を出さない
で済んだともいわれる。

山形が生んだ近代彫刻の大家新海竹太郎。そ
の若き修業時代に白鷹町の旧家が竹太郎に
依頼して彫ってもらったと伝えられる作品。

表紙・笹原富山  ≪高砂≫  部分 （個人蔵）
かつて「富士の大観、若松の富山」と称賛され
た画家だが、昭和 6年に帰郷後山形県内を放
浪し、鮎貝地区の数軒の家に寄食。その返礼
のようにしてこの地に数々の絵を残した。
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・戦国武将たちの書状（本庄家文書を中心に）

　　上杉景勝、伊達政宗、直江兼続、

　　本庄繁長書状 等

・直江大和守景綱の甲冑

・上杉鷹山の書

・鮎貝八幡宮の御神輿

・菅原白龍の屏風絵

・土方兵助作の仏像

・和漢三才図会

・大津絵

・吉田茂の書

・横綱柏戸の化粧まわし   他多数

その他の出展品（予定）


